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施
設
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
石
勝

線
脱
線
火
災
事
故
を
起
こ
し
た
車
両

は
、
ま
る
で
戦
争
で
爆
撃
を
受
け
た

よ
う
な
残
骸
で
す
。
外
形
は
残
っ
て

い
る
も
の
の
、
椅
子
な
ど
の
車
中
の

設
備
は
全
て
溶
け
落
ち
、
死
亡
者
が

出
な
か
っ
た
こ
と
は
奇
跡
的
で
す
。 

 

事
故
当
時
者
だ
っ
た
喜
多
龍
一
委

員
長
は
事
故
の
凄
ま
じ
さ
を
伝
え
る

再
現
映
像
の
公
開
を
求
め
、
島
田
修

社
長
は
「
検
討
す
る
」
と
答
弁
。 

 

島
田
修
社
長
は
、
赤
字
解
消
と
無

理
な
高
速
化
や
車
両
酷
使
な
ど
安
全

を
軽
視
し
た
経
営
姿
勢
に
問
題
が

あ
っ
た
と
説
明
す
る
一
方
、
「
経
営

陣
は
現
場
の

デ
ー
タ
改
ざ

ん
を
気
づ
い

て
い
な
か
っ

た
」
「
車
輪

の
摩
耗
を
把

握
し
て
い
た

が
修
繕
が
ま

に
あ
っ
て
い

 

コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

加
え
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
に
よ

る
急
激
な
円
安
に
よ
っ
て
、
原
油
・

燃
料
や
食
料
な
ど
生
活
必
需
品
が
高

騰
し
、
他
県
に
比
べ
賃
金
、
所
得
が

低
い
道
民
の
家
計
と
経
済
に
大
打
撃

を
与
え
て
い
ま
す
。
真
下
紀
子
道
議

団
長
は
「
困
窮
者
を
広
く
と
ら
え
、

産
業
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
な
い
よ
う

長
期
的
展
望
を
持
っ
た
支
援
対
策
を

講
じ
て
ほ
し
い
」
と
緊
急
対
策
を
強

く
求
め
ま
し
た
。 

 

要
望
書
で
は
、
▽
物
価
高
騰
対
策

本
部
を
設
置
し
、
燃
油
・
物
価
高

騰
、
公
共
料
金
値
上
げ
で
道
民
生

活
・
中
小
業
者
と
労
働
者
、
農
林
漁

業
へ
の
影
響
と
実
態
を
把
握
し
、
偏

る
こ
と
な
く
負
担
軽
減
と
物
価
高
騰

補
填
に
と
り
く
む
こ
と 

▽
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
は
従
来
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
ず
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
失

な
か
っ
た
」
な
ど
、
現
場
に
問
題
が

あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
。
真
下
議
員

は
、
「
経
営
陣
の
責
任
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
」
と
質
問
し
、
島
田
社

長
は
改
め
て
赤
字
解
消
最
優
先
の
経

営
が
問
題
だ
っ
た
と
認
め
ま
し
た
。 

  

現
場
で
運
転
士
と
車
掌
が
緊
急
時

に
判
断
で
き
る
研
修
と
な
っ
て
い
る

の
か
。
個
別
の
事
故
現
場
の
緊
急
連

絡
や
避
難
誘
導
訓
練
、
乗
客
へ
の
広

報
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
提
案
し

「
赤
字
よ
り
安
全
第
一
と
い
う
が
、

赤
字
路
線
を
廃
線
に
導
く
こ
と
は
な

い
の
か
」
と
確
認
。 

 

島
田
社
長
は

「
安
全
対
策
は
赤

字
と
は
別
」
と
答

え
な
が
ら
「
必
要

な
所
は
対
策
を
と

る
」
と
、
赤
字
の

度
合
い
で
優
先
度

を
決
め
る
姿
勢
に

終
始
し
ま
し
た
。  

 
 

 

30
日
、
道
議
会
地
方
路
線
問
題
調
査
特
別
委
員
会は
、
２
０
１
１
年
の
石

勝
線
脱
線
火
災
事
故
、
キ
ハ
１
８
３
系
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
、
大
沼
駅
構
内

貨
物
列
車
脱
線
事
故
・
線
路
デ
ー
タ
改
ざ
ん
な
ど
の
一
連
の
事
故
・
事
象
に

よ
り
、
事
業
改
善
命
令
・
監
督
命
令
を
受
け
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
社
員
研
修
セ

ン
タ
ー
・
安
全
研
修
館
を
視
察
し
ま
し
た
。 

業
者
、
内
定
取
り
消
し
者
、
学
生
、

生
活
保
護
世
帯
と
対
象
を
幅
広
く
設

定
し
、
給
付
金
、
家
賃
支
援
の
対
象

と
す
る
こ
と 
▽
社
会
福
祉
施
設
・

事
業
所
、
医
療
機
関
が
公
共
料
金
や

食
材
費
の
高
騰
に
対
応
で
き
る
よ
う

緊
急
に
財
政
支
援
を
行
う 
▽
消
費

税
率
引
き
下
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中

止
、
事
業
復
活
支
援
金
や
雇
用
調
整

助
成
金
の
継
続
を
国
に
求
め
る
ー
ー 

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。 

 

鈴
木
知
事
は
「
要
望
は
ど
れ
も
重

要
な
課
題
」

と
し
つ
つ

も
、
「
少
し

で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

よ
う
な
支
援

を
市
町
村
と

連
携
し
て
い

く
」
と
答
え

る
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
道
議
団
は
５
月
30
日
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
直
面

す
る
道
民
の
暮
ら
し
と
経
済
を
守
る
手
厚
い
支
援
対
策
と
し
て
補
正
予
算

を
編
成
す
る
よ
う
鈴
木
直
道
知
事
に
緊
急
要
望
し
ま
し
た
。 

 



 

今
年
４
月
末
ま
で
の
３
カ
月
間
、
札
幌

市
を
中
心
に
痴
漢
被
害
の
実
態
を
つ
か
む

ア
ン
ケ
ー
ト
を
日
本
共
産
党
北
海
道
委
員

会
が
実
施
。
30
日
、
道
政
記
者
ク
ラ
ブ
で

会
見
し
ま
し
た
。  

 

回
答
は
全
道
各

地
か
ら
寄
せ
ら
れ

75
・
６
％
が
被
害

に
あ
っ
た
と
回
答

し
て
い
ま
す
。
初

め
て
痴
漢
被
害
に

あ
っ
た
年
齢
は
18

歳
以
下
が
最
も
多

く
約
８
割
に
の
ぼ
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り
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
場
所
は
、
路
上

や
通
勤
通
学
途
中
の
電
車
、
地
下
鉄
、
商

業
施
設
や
職
場
、
学
校
に
至
る
な
ど
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
起
き
て
い
ま
す
。 

 

自
由
記
載
欄
に
は
、
「
眠
れ
な
く
な
っ

た
」
「
家
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
な

ど
、
人
生
を
左
右
す
る
被
害
の
深
刻
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た 

。
痴
漢
は
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
性
暴
力
で
す
。 

 

道
議
会
で
初
め
て
痴
漢
撲
滅
の
質
問
を

し
た
真
下
議
員
は
、
「
行
政
に
よ
る
実
態

調
査
、
匿
名
相
談
や
被
害
防
止
対
策
も
提

案
し
、
性
暴
力
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。  

 

北
海
道
の
食
料
自
給
率
を
向
上
し
て
い

く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
家
畜
飼
料
の

自
給
率
向
上
で
す
。
輸
入
飼
料
が
高
騰
し

て
い
ま
す
が
、
10
年
以
上
前
か
ら
自
給
飼

料
の
生
産
・
配
送
に
と
り
く
ん
で
き
た
中

標
津
町
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

ア
ク
シ
ス
を
訪
問
。

鈴
木
直
良
理
事
か
ら

施
設
案
内
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

  

巨
大
な
バ
ン
ガ
ー

サ
イ
ロ
が
並
び
、
施

設
内
の
圧
縮
梱
包
機

で
次
々
と
作
ら
れ
る

様
子
は
、
ま
る
で
飼
料
工
場
で
す
。
構
成

戸
数
も
バ
ン
ガ
ー
サ
イ
ロ
も
増
え
、
出
荷

乳
量
は
１
・
５
倍
に
。
良
質
粗
飼
料
の
生

産
が
安
定
的
に
で
き
、
初
期
投
資
を
抑
え

ら
れ
る
の
で
新
規
就
農
す
る
方
々
に
も
好

評
と
の
こ
と
で
し
た
。  

 

一
方
、
資
材
や
機
械
、
燃
油
高
騰
に
加

え
、
大
型
機
械
の
作
業
で
草
地
が
踏
み
固

め
ら
れ
、
土
を
掘
り
返
す
８
年
ご
と
の
草

地
更
新
に
も
費
用
が
か
か
り
、
乳
量
を
増

産
し
て
も
維
持
管
理
な
ど
の
費
用
負
担
が

重
い
こ
と
が
課
題
で
す
。 

 

一
方
、
牧
草
面
積
に
比
例
し
た
牛
の
数

で
育
て
て
い
る
の
が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農

で
す
。
「
牛
は
生
き
物
」
、
健
康
な
牛
か

ら
、
能
力
に
応
じ
て
牛
乳
を
搾
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
い
ま
す
。
一
年
中
同
じ
餌
で

な
く
、
夏
は
放
牧
し
て
青
草
を
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
い
ま
す
。
乳
量
は
そ
こ
そ
こ
で
す

が
、
出
産
回
数
も
多
く
、
牛
も
長
生
き
で

す
。
大
型
機
械
へ
の
大
き
な
投
資
も
必
要

な
く
、
何
十
年
も
前
の
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
ト
ラ
ク

 苫東・和みの森で開催された第72回北海道植

樹祭に参加、赤エゾマツを植えてきました。

ウッドショックで、道産木材は高価格で道外で

取引され、道内の需要に間に合いません。伐採

後は育てた苗を植えて、森林の温室効果ガス吸

収や国土保全機能を活かすことが必要です。１

日、全道林活議員連盟の役員として、林業を気

候変動対策として位置づけ、苗生産や作業道整

備、人材養成等の予算確保を求めてきました。 

タ
ー
は
修
理
し
や
す
く
、
現
役
で
す
。 

 

 

働
き
方
に
も
余
裕
が
あ
り
、
「
こ
れ
な

ら
継
ぎ
た
い
」
と
後
継
者
に
つ
な
ぎ
、
経

営
委
譲
し
た
親
世
代
は
気
楽
に
な
っ
て
牛

を
世
話
で
き
る
と
い
い
ま
す
。 

 

 

「
健
康
な
牛
を
育
て
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
酪
農
業
を
営
む
こ
と
が
大

事
」
と
牛
糞
の
観
察
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。 

 

多
様
な
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
所
得
補

償
・
価
格
保
証
な
ど
の
支
援
で
農
業
の
や

り
が
い
を
支
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

真
下
議
員
が
「
ベ
ェ
ー
ベ
ェ
ー
」
と
呼

ぶ
と
、
放
牧
中
の
牛
た
ち
が
集
ま
っ
て
き

ま
し
た
。 


